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先日、青森県の業界団体から介護人材不足
対策についての講演に招かれた。人材不足に
も関わらず奮闘されている青森県の皆さんの
姿に感嘆した。全国的に人材不足は悪化の一
途であるが、首都圏や関西圏などの都市部と
東北などの地方とは課題が異なってきている。
人口減少のフェーズも明らかに違い、その対
策も異なることを理解しなければならない。

新型コロナウイルス感染症の位置づけは、
５月８日から「５類感染症」になった。以後、
老健施設ではそれまでの多くの規制が緩和さ
れた。その１つが海外からの入国緩和である。
コロナ禍で、来日がなかなかできなかった外
国人人材が一気に増加した。2019年に施行

された在留資格「特定技能」の介護分野は５
月末には２万人を超えた。

2022年秋から始まった「技能実習制度及び
特定技能制度の在り方に関する有識者会議」
では受入れ課題について議論された。特に批
判が多かった事業所間の転籍については緩和
されるだろうが、技能実習生は地方から都市
部への移動が容易になる。人権には配慮して
ほしいがとても悩ましい。

外国人人材の受入れの仕組みは改定される
方向に進むかもしれないが、都市目線ではな
く地方の実情に配慮されたものになってほし
い。
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「リハビリテーション
マネジメント加算」取得に

向けた取り組み
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